
化
、
民
間
活
力
の
活
用
等
。

通
学
区
域
と
小
浜
小
開

校
、
基
本
設
計
に
つ
い

て
。

九
月
下
旬
に
地
元
地
域

へ
説
明
し
、
通
学
区
域

審
議
会
へ
反
映
。
答
申
を
受
け
教

育
委
員
会
で
決
定
す
る
。

新
世
紀
い
き
い
き
ま
ち

む
ら
づ
く
り
を
活
か
し

て
の
振
興
計
画
。
食
ま
ち
、
交
流

人
口
の
拡
大
に
つ
い
て
。

市
、
地
域
と
が
協
働
。

全
庁
体
制
で
基
本
計
画

を
策
定
。
香
川
県
丸
亀
市
と
は
友

好
と
繁
栄
を
期
し
て
姉
妹
都
市
締

結
へ
。
交
流
事
業
を
支
援
す
る
。

小
浜
市
環
境
基
本
計

画
、
自
然
、
生
活
、
地

球
、
教
育
学
習
参
加
の
環
境
問
題

循
環
型
の
社
会
構
築
の
中
、
身
近

な
ゴ
ミ
問
題
の
適
正
処
理
、
排
出

抑
制
お
よ
び
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

に
つ
い
て
。各

区
の
環
境
美
化
推
進

員
、ま
ち
む
ら
委
員
会
、

関
係
機
関
と
協
働
協
力
し
、
可
燃

ゴ
ミ
用
指
定
袋
や
ゴ
ミ
有
料
化
を

検
討
。
可
燃
物
、
不
燃
物
を
細
分

別
資
源
化
す
る
。

食
の
ま
ち
づ
く
り
の
目

指
す
将
来
像
と
、
そ
の

目
標
は
何
か
。

産
業
の
振
興
と
、
環
境

保
全
、
健
康
の
増
進
や

福
祉
、
食
育
な
ど
広
範
囲
な
分
野

で
の
食
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
交

流
人
口
の
拡
大
や
地
域
産
業
の
振

興
等
幅
広
い
分
野
の
活
性
化
を
図

り
住
ん
で
よ
く
訪
れ
て
よ
い
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
す
。

市
民
の
病
気
や
健
康
に

配
慮
し
た
食
生
活
管
理

の
取
り
組
み
は
。

自
分
の
健
康
状
態
に
合

っ
た
食
事
を
考
え
、
食

べ
る
量
や
主
食
、
副
食
の
バ
ラ
ン

ス
の
選
択
力
を
つ
け
る
個
人
の
関

わ
り
を
充
実
さ
せ
る
。

地
区
振
興
計
画
実
現
の

具
体
策
。

今
年
度
中
に
ま
と
め

る
。
全
庁
体
制
で
条
例

に
基
づ
く
食
の
ま
ち
づ
く
り
基
本

計
画
を
策
定
す
る
。
実
行
可
能
な

も
の
か
ら
取
り
組
む
。

青
年
活
動
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
設
置
の
目
的

と
進
め
方
は
。

青
年
達
が
活
動
を
通
じ

て
人
づ
く
り
、
豊
か
な

地
域
づ
く
り
に
参
画
す
る
た
め
の

方
策
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
各
公

民
館
を
中
心
に
地
区
に
あ
っ
た
活

性
化
方
策
を
進
め
る
。

福
井
豪
雨
災
害
の
教
訓

か
ら
河
川
の
整
備
状

況
、
市
街
地
の
排
水
対
応
、
避
難

体
制
（
特
に
障
害
者
等
の
弱
者
）

に
つ
い
て
。①

南
川
北
川
は
雑
木
撤

去
を
含
め
、
河
川
整
備

計
画
に
基
づ
き
整
備
す
る
。
②
市

街
地
冠
水
の
な
い
よ
う
に
抜
本
対

策
を
考
え
雨
水
渠
の
整
備
を
す

る
。
③
来
年
度
か
ら
避
難
訓
練
に

弱
者
の
訓
練
メ
ニ
ュ
ー
を
入
れ

る
。
ま
た
、
防
災
カ
ー
ド
も
検
討

す
る
。
総
合
的
防
災
管
理
を
担
当

す
る
課
を
設
け
る
。

広
葉
樹
の
立
枯
れ
の
状

況
と
有
害
鳥
獣
と
の
関

連
に
つ
い
て
。

①
現
在
二
・
五
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
被
害
で
「
か
し

の
な
ら
く
い
虫
」が
原
因
で
あ
る
。

②
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
を
巻
く
か
薬

剤
注
入
し
か
な
い
。
平
成
十
七
年

度
か
ら
対
応
し
て
い
く
。
③
エ
サ

を
求
め
て
里
へ
獣
が
下
り
て
く
る

の
で
早
期
対
策
を
し
て
い
く
。
④

駆
除
獣
の
後
始
末
は
現
在
埋
葬
し

て
い
る
が
火
葬
も
考
え
て
い
く
。

身
の
丈
財
政
と
い
き
い

き
ま
ち
・
む
ら
づ
く
り

の
今
後
に
つ
い
て
。

市
長
の
反
省
も
含
め
市

民
に
理
解
と
協
力
を
し

て
も
ら
う
た
め
宣
言
し
た
。
い
き

い
き
ま
ち
・
む
ら
づ
く
り
の
地
区

の
計
画
が
実
現
で
き
る
よ
う
最
大

の
努
力
を
す
る
。

自
然
の
猛
威
も
当
然
の

こ
と
な
が
ら
防
災
力
を

高
め
れ
ば
被
害
も
最
小
限
に
食
い

止
め
る
事
は
十
分
に
可
能
と
思
う

が
市
長
の
危
機
管
理
や
災
害
対
策

に
つ
い
て
の
考
え
を
問
う
。

自
然
災
害
の
み
な
ら
ず

原
子
力
災
害
や
テ
ロ
、

拉
致
な
ど
の
幅
広
い
分
野
に
お
け

る
緊
急
事
態
か
ら
市
民
の
生
命
、
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問
①

問
①

問
③

問
②

問
②

問
②

問
③

問
④

答

答

答

答 答

答

答 答

身
体
、
財
産
を
守
る
の
は
行
政
の

基
本
的
責
務
。
来
年
度
、
防
災
を

は
じ
め
と
す
る
危
機
管
理
を
専
門

的
に
扱
う
部
署
を
設
置
す
る
予

定
。

小
浜
市
で
は
乳
幼
児
が

病
気
に
な
っ
た
と
き
の

病
児
保
育
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

医
療
機
関
と
協
議
を
図

り
他
市
の
状
況
を
見
な

が
ら
前
向
き
に
研
究
す
る
。

市
長
が
思
う
誇
り
の
持

て
る
ま
ち
と
は
、
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。

市
民
、
事
業
者
、
行
政

が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
食
の

ま
ち
づ
く
り
の
理
念
を
理
解
し
地

域
全
体
が
一
丸
と
な
っ
て
わ
が
街

を
活
性
化
し
よ
う
と
本
気
で
取
り

組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

美
浜
原
発
事
故
に
つ
い

て
の
見
解
。
準
立
地
協

議
会
の
関
電
本
社
へ
の
申
し
入
れ

に
つ
い
て
。
安
全
協
定
の
見
直
し

に
つ
い
て
。

問
④

答

答

宮崎 治宇蔵 議員

垣本 正直 議員

下 中 雅之 議員

山本 益弘 議員

問
③

問
③

問
②

問
①

答答

答

問
①



と
特
に
重
点
的
に
取
り
組
む
こ
と

は
。

身
の
丈
に
あ
っ
た
財
政

運
営
に
努
め
る
。特
に
、

食
の
ま
ち
づ
く
り
を
定
着
さ
せ
る

中
で
、
経
済
波
及
効
果
、
雇
用
の

確
保
等
に
つ
い
て
万
全
の
対
策
を

と
る
。

豪
雨
災
害
対
策
つ
い

て
、
崩
壊
危
険
個
所
の

把
握
、
災
害
弱
者
へ
の
対
応
、
市

民
防
災
意
識
の
向
上
へ
の
取
り
組

み
は
。

七
三
一
箇
所
の
危
険
個

所
に
つ
い
て
実
態
把
握

に
努
め
る
。
災
害
弱
者
に
つ
い
て

は
、
各
地
区
民
生
委
員
と
の
連
携

で
対
応
す
る
。
市
民
の
方
に
は
自

主
防
災
組
織
の
結
成
に
つ
い
て
理

解
を
求
め
る
。

世
界
遺
産
暫
定
リ
ス
ト

へ
の
登
載
で
、
取
り
組

む
べ
き
課
題
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
は
。

周
辺
景
観
の
保
存
、
伝

統
的
建
造
物
群
保
存
地

区
の
選
定
、
史
跡
の
指
定
が
課
題

と
し
て
あ
る
。
当
面
、
神
宮
寺
遺

跡
確
認
調
査
を
継
続
し
て
実
施

し
、
平
成
二
十
年
度
以
降
、
史
跡

選
定
を
目
指
す
。

今
回
の
事
故
は
死
傷
者

十
一
名
の
う
ち
六
名
が

小
浜
市
民
で
あ
り
、
原
子
力
へ
の
信

頼
を
損
ね
る
大
変
遺
憾
な
事
故
で
あ

る
。
九
月
一
日
大
阪
本
社
へ
原
因
究

明
に
関
す
る
情
報
の
適
時
公
開
、
風

評
被
害
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
、
安
全
管
理
の
徹
底
的
な
洗
い
出

し
と
信
頼
回
復
、
高
経
年
化
に
伴
う

廃
炉
検
討
な
ど
六
項
目
に
つ
い
て
文

書
で
の
回
答
を
求
め
て
い
る
。
協
定

書
、
運
用
規
定
を
見
直
す
点
が
あ
れ

ば
検
討
す
る
。介

護
保
険
の
見
直
し
に

つ
い
て
。

軽
度
者
の
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
現
状
を
把
握
分
析

し
、
充
分
検
討
さ
れ
る
よ
う
強
く

訴
え
る
。
同
居
家
族
の
保
険
料
は

不
公
平
感
が
否
め
な
い
現
状
を
説

明
し
た
い
。洪

水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
作
成
に
つ
い
て
。

北
川
、
南
川
の
浸
水
想

定
区
域
図
が
揃
い
次

第
、
作
成
に
取
り
か
か
る
。

市
長
、
二
期
目
の
抱
負

に
つ
い
て
、
施
政
方
針
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池田 英之 議員

問
②

問
②

問
①

問
③

問
③答 答

答

答

答 答

○
と
　
き 

　
　
平
成
十
六
年
八
月
二
十
四
日 

　
　
　
午
後
三
時
〜 

○
と
こ
ろ 

　
　
上
中
町
議
会
委
員
会
室 

 

　
本
協
議
会
で
は
福
井
県
嶺
南
振
興

局
　
川
波
局
長
な
ら
び
に
小
浜
土
木

事
務
所
　
三
田
村
所
長
を
来
賓
に
お

迎
え
し
、
現
在
両
市
町
に
お
い
て
懸

案
と
な
っ
て
い
る
『
県
営
ふ
る
さ
と

農
道
緊
急
整
備
事
業
（
若
狭
中
央
地
区
）

の
計
画
に
つ
い
て
』
『
舞
鶴
若
狭
自

動
車
道
の
現
状
と
見
通
し
に
つ
い
て
』

『
琵
琶
湖
・
若
狭
湾
快
速
鉄
道
に
つ

い
て
』
の
三
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
ま
し
た
。 

　
特
に
、
県
営
ふ
る
さ
と
農
道
の
計

画
に
つ
い
て
は
、
現
在
小
浜
市
上
野

〜
野
代
間
ま
で
開
通
し
て
い
る
若
狭

西
街
道
と
県
道
小
浜
・
上
中
線
を
つ

な
ぐ
ル
ー
ト
で
あ
り
ま
す
が
、
実
現

す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
道
ニ
七
号
の

バ
イ
パ
ス
と
し
て
、
よ
り
機
能
が
高

ま
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
の
両
市
町

の
発
展
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ

り
ま
す
。
出
席
し
た
双
方
の
議
員
か

ら
は
様
々
な
意
見
や
要
望
が
発
言
さ

れ
る
な
ど
、
今
後
の
地
域
の
発
展
に

向
け
た
意
義
深
い
協
議
会
と
な
り
ま

し
た
。 

総
合
振
興
協
議
会
の
開
催
結
果 

　
本
市
議
会
で
は
、
近
隣
の
町
村
と
の
共
通
課
題
な
ど
に
つ
い
て
協
議
す
る
た
め
、
近
隣
町
村
（
三
方
、
上

中
、
名
田
庄
、
大
飯
、
今
津
・
朽
木
）
と
の
総
合
振
興
協
議
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。 

　
前
回
お
知
ら
せ
し
た
後
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
上
中
町
と
の
小
浜
・
上
中
総
合
振
興
協
議
会
、
名
田
庄
村
と

の
小
浜
・
名
田
庄
総
合
振
興
協
議
会
お
よ
び
上
中
町
・
今
津
町
・
朽
木
村
と
の
小
浜
・
上
中
・
今
津
・
朽
木

総
合
振
興
協
議
会
の
結
果
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

小
浜
・
上
中
総
合
振
興
協
議
会 

○
と
　
き 

　
　
　
平
成
十
六
年
九
月
二
日 

　
　
　
　
午
後
三
時
〜 

○
と
こ
ろ 

　
　
若
狭
お
ば
ま
食
文
化
館 

 

　
本
協
議
会
で
は
、
会
場
を
若
狭
お

ば
ま
食
文
化
館
と
し
「
ま
ち
づ
く
り
・

む
ら
づ
く
り
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
、

本
市
の
推
進
す
る
「
地
産
地
消
・
食

育
に
つ
い
て
」
を
市
高
島
総
括
審
議

監
か
ら
ご
説
明
を
い
た
だ
き
、
続
い

て
「
名
田
の
荘
郷
づ
く
り
構
想
」
の

説
明
を
中
塚
村
議
か
ら
ご
説
明
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組

み
や
住
民
の
参
加
状
況
な
ど
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
う
な
ど
、
お
互
い

の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
認
識
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

    

○
と
　
き 

　
　
　
平
成
十
六
年
十
月
十
二
日 

　
　
　
　
午
後
二
時
〜 

○
と
こ
ろ 

　
　
小
浜
市
役
所
五
階 

　
　
　
全
員
協
議
会
室
ほ
か 

 

　
本
協
議
会
で
は
、
構
成
さ
れ
て
い

る
四
市
町
村
で
の
共
通
課
題
と
な
っ

て
い
る
国
道
三
〇
三
号
の
改
良
に
つ

い
て
、
先
に
現
場
踏
査
を
実
施
い
た

し
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、
小
浜
市
役
所
で
総
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
総
会
で
は
、
今
津

町
と
朽
木
村
が
来
年
一
月
か
ら
高
島

市
へ
、
上
中
町
は
来
年
三
月
に
若
狭

町
と
な
る
予
定
の
た
め
、
本
協
議
会

を
発
展
的
に
解
消
し
、
設
立
趣
旨
を

引
き
継
い
だ
新
し
い
構
成
の
協
議
会

を
来
年
度
中
に
再
結
成
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
協
議
会
に
お
い
て
、

国
道
三
〇
三
号
の
改
良
や
新
線
鉄
道

の
実
現
な
ど
、
現
在
懸
案
と
な
っ
て

い
る
課
題
に
つ
い
て
引
き
続
き
協
議

す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。 

小
浜
・
名
田
庄
総
合
振
興
協
議
会 

小
浜
・
上
中
・
今
津
・
朽
木 

　
　
　
　  

総
合
振
興
協
議
会 

現場踏査する協議会委員たち
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ご意見メールは…gikai-jimu@ht.city.obama.fukui.jp

市町村合併への取り組み経過について（下） 
　本市議会で取り組んできた市町村合併への取り組みについて、前回に引き続き平成16年以降を掲載い
たします。 
16. 1.20 　●第８回特別委員会 
　　　　　・上中・三方町の法定協議会設

立に向けて、市議会としての
申し入れについて協議 

　　　　　①議会として申し入れを行う。 
　　　　　②文案、日程、内容について議

長と調整 
　　　　　③小浜市議会の意向が伝わるよ

う申し入れにマスコミを同伴
する。 

16. 1.27　 ●第９回特別委員会 
　　　　　・申し入れについて（委員会で

合意・了承）議長から委員会
の提案について報告・協議議
会として、上中町・名田庄村
両議会に申し入れすることを
賛成多数で了承。 

16. 1.28　・議長から今回の申し入れ（上中
町、名田庄村）について高浜
町の議長に説明・議長から今
回の申し入れ（上中町、名田
庄村）について大飯町の正副
議長に説明・議長から名田庄
村議長に申し入れ（市長も村
長に合併の市の意向を正式に
提案） 

16. 1.29　・議長から上中町議長に申し入れ 
　　　　　（正副議長から上中町正副議長へ） 
16. 2. 2　  ●第10回特別委員会 
　　　　　・名田庄村、上中町両議会への

申し入れ結果について議長か
ら報告・名田庄村への申し入
れ結果について市長から報告 

16. 2.25　 ●第11回特別委員会 
　　　　　・今後の取組方向について協議、

検討 
16. 4.12　 ・上中町議長　小浜市議長面談 
　　　　　（上中町の議長らが1月29日の

小浜市議会からの申し入れに

対する回答を小浜市の議長に
提出） 

　　　　 ・上中町長　小浜市長に申し入れ
（合併協議会設置協議に係る
議会への付議について、付議
しないように申し入れ） 

16. 4.15　●第12回特別委員会 
　　　　　・合併協議会設置協議に係る議

会への付議について事前協議
（市長から議長への相談を受
け、特別委員会として全協を
前に協議／市長の付議を了と
する） 

16. 4.21　・名田庄村議会、小浜市議会それ
ぞれの合併委員が意見交換 

　　　　　　（本音を語り合う） 
　　　　　・付議申し入れの件について、

理事者からの報告（4月20日付
けで上中町から、小浜市の付
議通知を受理した旨の報告） 

16. 5.26　●第13回特別委員会 
　　　　　・上中・小浜合併協議会規約案

の説明（理事者から、上中町
との調整ができたため、その
報告を受ける。） 

16. 5.31　・名田庄村長、議長と小浜市長、
議長面談　名田庄村長から住
民説明会に向けて小浜市の考
えを再確認　1点－対等か編入か、
2点自治組織は置けるか 

16. 6. 3　 ●第14回特別委員会 
　　　　　・市長を迎え、31日の件を報告

願い、委員会での意見交換を
踏まえて、名田庄への回答を
市長として考えていただきた
い。 

 
16. 6.10　・本会議において市長から上中町

との合併協議会設置関連議案

が提出され、市町村合併特別
委員会へ付託。 

16. 6.11　・5月31日の件について全議員の
考えを市長が確認するため、
全協で説明（個々に意見表明） 

　　　　 ●第15回特別委員会 
　　　　　　　　　（付託案件審査１） 
　　　　　・欠員委員長の選任－山�委員

が委員長に・上中町との合併
に関し、市長の意気込みが見
えてこないなどの意見が多く、
14日に市長を招致し審査 

16. 6.14　●第16回特別委員会 
　　　　　　　　　（付託案件審査2） 
　　　　　・付議議案提案の姿勢、小浜市

の合併の基本方針、上中町
2,300人の重み、さらには市
長の取り組み姿勢などについ
て協議。16日の一般質問終了
後に審査することを確認 

　　　　　・市長から、名田庄への回答結
果について報告（14日午後２
時に名田庄で村長に回答） 

16. 6.16　●第17回特別委員会 
　　　　　　　　　（付託案件審査3） 
　　　　　・審査結果を取りまとめ、採決。

挙手多数で２議案を採択。 
　　　　　・委員長報告案を承認 
　　　　　・本会議において、上中町との

合併協議会設置関連議案を可
決。 

 
以上が本市議会の市町村合併に対する取り
組みの経過です。 
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